
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

（出典『究極の危機管理』一般社団法人  日本安全保障・危機管理学会  内外出版（株）） 

 

『危機』の定義 

「国際ロータリー第 2700 地区、地区内各ロータリークラブ、ロータリアンにとって、「好ましくない事

態の 全て」を危機管理の危機とする （第 2700 地区 危機管理総則および危機管理委員会規定 より）。 

「危機管理」とは、「時と場所を選ばず思わぬ形で発生する危機（緊急事態）を予知・予防・減災のための

対策  を講じることであり、また万が一発生しても、素早く的確な対応で被害の拡大を極限に抑えるため

の方策 

（クライシス・マネジメント）である。 

 

 

第 l 段階 危機の予兆（シグナル）の感知・察知 

第 2 段階 危機発生に対する予防策・対策の実施、万が一危機が発生した場合における対応策の準備・訓

練 

第 3 段階 発生した危機の封じ込め、損害の拡大の防

止第 4 段階 平常の状態への復帰・復旧 

第 5 段階 学習（教訓を得ての対策・君れ円・対応策等の見直し） 

 

第 l、第 2 段階は、（リスク・マネジメントの考え方の応用段階）危機の発生を想定し、その危機に備

えるための事前対策行動。 

この段階で察知、適切な行動がとられていれば、危機を初期段階で抑え込むことも可能。 

事前の準備（マニュアル化など）、訓練（想定、シミュレーションなど）が不可欠ーその場しのぎでの対応

では、的確な対応策（行動）が取れない（大混乱している段階での適切な行動はどこから来るか？

危機管理の概念 



危機管理における基本的心得 

・何を目的としているか、何（誰）を守ろうとしているか を明確に 

 

1. 予防（対策）こそ最高の危機管理である（発生後の復旧回復費用＞予防（対策）費用） 

2. 「ヒャリ・ハット」の法則を重視せよ 

3. 常に最悪を想定し、その最悪を防止、回避する方法を考える 

4. 悲観的に準備し、楽観的に対処せよ 

5. 平時に危機管理のために専任部署を設置し、対策を完備しておくこと 

6. 悪い情報を最優先でトップリーダーに報告させる体制と環境を確立しておくこと 

7. 発生してしまった場合、人命の保護を最優先とし、次いで組織の社会的使命を果たすための業務の

復 

旧に努力せよ•ただし、合法的な行為で 

8. 対外広報（マスコミ対策）に万全を期せ 

マスコミを含め、対外広報の基本中の基本は対窓口の一本化 

9. 危機管

理の体制を作る「危機管理専任チーム（危機予防・対策のためのマニュアル）」と 発生した

時の「危機対応専任チーム（危機対応マニュアル）」の編成を明確に 

 

危機広報の重要性（マスコミ対策） 

組織が大きくなればなるほど、社会的知名度が上がれば上がるほど、その組織にとって重大な危機が発生し

た時には『社会的関心』度合いが増加する。 そこで広報（マスコミ対策）を誤れば、危機に対する『損 

害』が致命的なレベルまで高まる可能性もあり、それゆえ、「危機広報」のあり方も一般の危機管理と同様

な準備と訓諌が必要になってくる。 

1） 現代の日本のマスコミの現状を理解する 

日本におけるマスコミの関心事（マスコミの大儀（建前）と本音（実態  ． 

2） 具体的なマスコミ対策（目的を明確にする） 

a. 平時においてマスコミ対策体制の確立と準備・訓諌 

・定期的なマスコミ関係者との情報交換 ・情報交換の手段・手法 

・事態対応の想定間答集の作成 

b. 危機発生時のマスコミ対応（直後の対応と危機継続中、危機終了段階での危機広報とは） 

・記者会見（公式、非公式、オフレコ会見） 

①謝罪表明 ②事実関係の釈明 ③再発防止策とその実行に向けの強い意志表明 

④責任について ⑤心得 

注）「ノーコメント」は避けること一マスコミが最も不快に受け取る対応で、事実や責任を隠す、 

または逃げているとのマイナスイメージを植え付けてしまう ・トップが事態収拾に参加しているという

ことを積極的に明示する 

・発表当時に不明な事柄は、詳しいことがわかり次第発表する、と公言する 

・マスコミ以外への対応 

①組織内（クラブ内）への対応 ②組織外（地区内・他地区） ③被害者及びその家族への対応 

④その他（国際ロータリーへの経過報告・結果報告など） C.危機終了段階における対応 

・ロータリーのイメージ回復のための対応 

・再発防止のための体制作り 



A:クラブ、ロータリアン個々の当事者 B:地区各該当委員会 c:地区危機管理委員会 

レベ

ル 

 

状況 （ロータリープログラム参加時に発生し

た） 

 

具体例（現実的ではない状況も想定すべき） 
 

対処法（考えてください） 
対 応 組 織 

A B c 

 

 
1 

・軽度の怪我、通院による病気治療など、日常の生活のほ

とんど影饗のない事案 

・自然災害で対象地域の被害が予測され軽微なもの 

・セクハラ・虐待には発展しない感情的なトラブルで短期

間で収集可能なもの（口喧嘩の激しいもの） 

・風邪をひいて2-3日安静にすれば治ると医者に言われた 

・中規模＋の台風がこの地方を通過する予報が出た 

・大雨の警報が出ているが、付近には氾濫や山崩れはない 

・けんかで双方が肉体的な欠点を言い合った 

・卑猥な言葉を言う人が周りにいるが、気にしていない 

ハインリッヒの法則   

1:29:300重大事故が発生す

る（1）には、 

（29）の軽度の事故があり、更に 

（300）の「ヒャリハット」があるレ

ベル1,2は、このハインリッヒの法則の 

（300）の「ヒャリハット」に該当 

 
「が するだけで わる」 

のは、各当事者で対応してください 

ただし、迷ったら、危機管理委員会に連絡 

 

 
◎ 

 

 
◎ 

 

 
  

 

 
2 

・治療に1 週間程度かかるケガや病気（入院を伴う）であ

るが軽度として評価されるもの 

・台風などの自然災害で、対象地域の被害が予想されるが

重大な事案とはならないもの 

・暴行を伴う喧嘩（セクハラ・虐待には当たらないもの） 

・1週間で治癒するといわれているが、こじらせる可能性が 高

い 

・中大規模の台風が来る予想があり、場所的に川の氾濫や

山崩れの心配がある 

・けんかで相手を殴り、けがをさせた、訴えはしない 

 

 
◎ 

 

 
◎ 

 

 
◎ 

 

 
3 

・青少年交換学生または米山奨学生が重大な被害をこうむ

ると予想された自然災害が近々に発生するとき 

・軽犯罪（万引きを含め）で捕まったと連絡があった時 

・テロなど紛争地域に青少年を派遣する時（まだ実施され

ていない） 

・大規模以上の被害が出る予測の自然災害があり、住居近くの

地形もかなり危険がある 

・万引きで捕まり、初犯？だから許された 

・テロが発生した近くに旅行（奉仕）に行く計画がある

外務省からは渡航自粛地域に指定された 

ハインリッヒの法則の（29）の部分で、

当事者のみでは対応が難しい、 

または、ロータリーの組織に悪影饗が出ると予想 

 
直ちに 危機管理委員会へ連絡 

 

 
0 

 

 
0 

 

 
◎ 

 

 

 

 
4 

・青少年がセクハラ・虐待被害を受けていると第3者が

連絡してきたとき 

・重大被害が発生している地震・自然災害が発生している

が安否確認はすんでいる状態 

・ロータリーに係わる青少年が法律上の犯罪を起こした時 

（窃盗、傷害、麻薬使用等）逮捕されたとき 

・青少年がテロの地域にいて、外務省からの渡航危険地域

情報が出されているとき 

・青少年がセクハラを受けているらしいと、噂が伝わってき

た、本人からはまだその兆候らしいものはない 

・ロータリー奉仕活動中の参加青少年が重大な犯罪を犯した 

まだ、警察に逮捕されていないが、確保されている 

・外務省からの渡航禁止、早期帰国勧告が出た地域の近くに奉

仕活動展開中 

・テロ地域での活動中に危険察知し助けを求めてきた。ただ 

し、帰還命令はまだ出されてなく、危険度「中」である 

ハインリッヒの（29）および（1） 

が予想される場合 

 
該当クラブだけでは対応が取れないと判断し、

直ちに危機管理委員会に連絡してください 

 
時間がポイントとなります 

 

 

 

 
△ 

 

 

 

 
0 

 

 

 

 
◎ 

 

 
5 

・青少年本人がセクハラ・虐待を受けていると訴えてきた

場合 

・死亡または重篤な状態に落ちいった場合 

・青少年がテロの地域にいて、外務省からの渡航禁止命令

が出されたとき 

・青少年本人からのセクハラの訴え、ただし、その学生はよく

嘘をつく 

・甚大被害（台風も含め）の自然災害の発生が確実視されて

いる。地区内では対応不可の可能性も。 

・ロータリー奉仕活動参加中に犯罪を犯し警察に逮捕された 

青少年に対しての「セクハラ・虐待」は 

間髪をいれず、危機管理委員会へ連絡

警察に通報等の強制的な措置を 

危機管理委員会は行います（ご理解を） 

緊急危機管理委員会を開催します 

 

 
△ 

 

 
◎ 

 

 
◎ 

評価調整基準 

1. ロータリークラブの組織への評価が著しく既存されることが想定される時は レベルに 1 を加える 

2. 青少年保護（ロータリー章典    の青少年保護条例）に抵触する（ことが予想される）事案に関しては、 レベルに 2 を加える 

3. 青少年交換におけるセクハラ・虐待事案は、真偽に関係なくすべて 直ちに レベル 5 として評価する 

… 

11 



緊急事態準備のためのヒント  
 

  

口クラブ顧間は、学生のパスポートと飛行機の切符を、必要な時、24 時間いつでも取り出せる安全な場

所に保管します。  

口学生が旅行中であったり、学生の書類がクラブ顧間から手に入らない場合は、地区委員長が飛行機の

切符とパスポートのコピーを所持しなければなりません。  

口学生のパスポートが紛失したり盗難にあったため、または出発時に取り出せないためパスポートを再

発行する際、地区青少年交換役員は、学生の両親または法的保護者からの同意を得なくてはなりませ

ん。  

口地区青少年交換委員長は、派遣青少年交換担当役員とともに学生の旅程を知り、また到着時に誰が空

港で出迎えるかを知っている必要があります。  

口政治的あるいは内政不安によって学生が避難させられた場合、派遣クラブは、交換を完了するために

戻ってくるための費用を誰が負担するのか（クラブ、地区、学生の両親、またはそれぞれで負担を分割     な

ど）、その概要を示す必要があります。  

口顧間ロータリアンと現在のホストファミリーは、交換学生のすべての旅行計画を詳細に知り、特に交換学

生が交換の最中に他の都市や国に旅行している場合は、それらの旅行計画が交換学生の実の親／法     的保護

者によって承認されていることを確認しなければなりません。  

口交換学生の両親は、受入側の顧間ロータリアン、ホストファミリー、および他のホスト（受入）クラブ     のロ

ータリアン（できればホストクラブの会長）のいずれでも、交換学生の傷害または死亡の際に親に代わって対

処することを認める内容の手紙（または弁護士の委任状）を用意しなければなりません。  

これは、ほとんどの政府や地方官庁で必要とされるため特に重要です。地区によっては、両親／法的保     護

者に申請書とは別の同意書にいくつか署名してもらい、各ホストファミリーと顧間が用紙のコピーを持て

るようにする場合があります。  

上記の手紙では、次の出費も認可しなければなりません。  

・葬式費用（遺体の引取り、防腐処置、棺、法および行政に関わる費用、棺／遺体の輸送費、火葬費用    な

ど）で、保険契約によって払い戻し対象のもの。  

・両親の代行を認可された代行者（顧間ロータリアン、および／またはホストペアレント）の費用（事  故現

場までの旅費と宿泊費）で、保険契約によって払戻し対象のもの。  

すべてのホスト・クラブがこのような突然の費用を負担できるわけではないため、費用の取り扱いは重要

です。クラブや地区に緊急の出費能力があることによって、悲劇的な事態の悪化や、学生の両親の苦しみ

や怒りの増大を防ぐことができます。ホスト・ロータリアンは、交換学生を自分の子のように扱い、また

実の親と同じように全てに全力を尽くしています。しかしながら、ホスト・ロータリアンが緊急のために

多額な金額を負担しなくてはならないとしたら、他のロータリアンが将来ホストペアレントや顧間にな

りたがらなくなってしまいます。  

従って、ホストロータリークラブまたはホストロータリー地区で緊急用の基金を設け、悲劇的な事態の緊

急費用を賄えるようにして下さい。保険から受け取った保険金で、この基金を補填します。受入 地区の

多くが、緊急事態のために学生に予備資金を用意する事を要求しています。  



悲劇的な事態が発生した場合、早急な対処が必要です。クラブ／地区の緊急事態対応委員会のメンバーに

任務を割当てなければなりません。次の人々に直ちに連絡しなければなりません。  

・ホストファミリー、クラブ顧間、および青少年交換委員長  

・受入地区ガバナーおよび派遣地区のガバナー  

・ホストロータリークラブに援助と指導を求めます。  

・保険会社（後の確認も忘れないように！） 

口大使館職員に助言を求めます。  

交換学生の死亡の場合、次の手順に従って下さい。  

・死亡した人が交換学生であることを確認します。  

・上記すべての人に連絡します。  

・地元警察に地元の条例について確認し、警察報告書の写しを取得します。死亡者の所持品、特にパス  

ポートを回収します。  

遺体の引取りと検死について、地元病院と霊安室に確認します。死亡証明書を取得します。  

地元の葬儀屋と遺体防腐措置業者に連絡します。防腐措置の施された遺体が国境を越えることができ

るように、業者が国際的に認められた営業資格を持っていることを確認します。（これは病気の伝染を     防

ぐため）。遺体防腐措置業者の資格証明書を取得します。適切な棺を注文し、両親の希望に応じて、     交

換学生の本国までの輸送を手配するか、埋葬または火葬の手配をします。  

・「封印証明書」を取得します。棺が国境を越えることができるように、内部は金属製で、外部は密封し

なければなりません。封印は密輸を防ぐために、正式な立会人が必要です。棺が出国するには、輸出許可

が必要です。封印された棺が交換学生の本国に入国するには、輸入許可が必要です。経験のある葬儀屋で

あれば、これらの事柄を処理することができるはずです。大使館がこれらの二つの許可を得る手助けをし

てくれます。  

口定評のある航空輸送業者に棺を交換学生の本国まで空輸してもらいます。これはすべての連絡便が確

実に運行され、棺が誤って中継地点で積み下ろされることのないようにする為です。棺受取りの手配がで

きるように、遺族に到着便の詳細を確実に連絡します。死亡証明、防腐証明書、棺封印証明書、輸出と輸入

許可、およびパスポートのコピーを輸送業者に渡します。コピーは棺とともに飛行機に乗せなければなりま

せん。  

口交換学生の葬儀を執り行ないます。  

あなたの地区ガバナーが報告書を書く事を忘れないようにして下さい。報告書の写しを、国際ロータリ

ーと交換学生の本国の地区とロータリークラブに送付して下さい。  

  

（※事故がホスト地域外で発生した場合、地元のロータリークラブに連絡して、援助と指導を求めて下さ

い）  

  

  

◆緊急事態が発生した時には、危機管理委員会を招集し、処理の主導をします  

    広報担当窓口の選任をマスコミ対応の一本化を図るように  



派遣学生の緊急事態発生  
 

  

1. 準備及び状況把握  

口派遣学生に重大事故が起きた場合は、原則として危機管理委員会を通じて連絡が入る事になってい 

る。  

口緊急事態発生時の為に、スポンサークラブ、保護者、旅行社等との連絡網を確立しておく。  

口留守宅に緊急事態が発生した場合は、危機管理委員会を通じて派遣学生に連絡を入れるものとする。決

して、直接連絡を入れないように、保護者に対して指導をしておく。  

口危機管理委員会は緊急事態に対処するため、24 時間連絡のとれる体制（緊急連絡網）を関係者に 

通知しておく。  

口緊急事態発生に鑑み、保護者及び関係者はパスポートを取得しておく。  

2. 各地区で組織している危機管理委員会または危機管理委員会緊急部会を立ち上げる  

3. 全国ベースで対応必要な場合、RIJYEM に上程する。  

  

4. 死亡の場合  

(1) 深夜であっても、危機管理委員全員、スポンサークラブ関係者、旅行会社に連絡をとり、対策本部

（危機 

管理委員会緊急部会）を発足させる。  

(2) 対策本部長（危機管理委員長）は、ガバナーまたはガバナーが指名する人が務める。  

＊ガバナー不在の場合は、担当バストガバナーまたは地区青少年交換委員長が代行する。  

(3) 対策本部長（危機管理委員長）は直ちに各分担委員を指名し、即座に行動に移す。  

(4) 相手地区との連絡を密にし、情報収集する。  

(5) 大使館(領事館)との速やかな接渉を行う。  

(6) 渡航の手続きを開始し、家族及び委員 1,-- ꊠ 怀 怀 怀2 名が同行する。  

(7) 遺体搬送の手続きをする。  

(8) 保険会社と連絡を取る。  

(9) 残った委員は、葬儀の準備等に努める。  

  

5. 重大な病気や怪我等の場合  

(1) 相手地区委員会及び関係者と連絡を取り合い、情報収集にあたる。  

(2) 相手地区委員会と協議し、渡航するかどうかの判断をする。  

(3) 委員が渡航するか、あるいは保護者が渡航するかの判断をする。  

(4) 帰国させるか、させられるのか、状況をよく協議する。  

(5) 帰国させる場合は、帰国後の病院等の手配をする。  

(6) 必要であれば、渡航の手続きを開始する。  

(7) 保険会社と連絡を取る。  



来日学生の緊急事態発生  
 

    

1. 死亡の場合  

(1) 深夜であっても、危機管理緊急部会委員全員とクラブ関係者、旅行会社に連絡をとり、対策本部

を発 

足させる。  

(2) 対策本部長（危機管理委員長）は、ガバナーまたはガバナーが指名する人が務める。  

＊ガバナー不在の場合は、担当バストガバナーまたは地区青少年交換委員長が代行する。  

(3) 対策本部長（危機管理委員長）は直ちに各分担委員を指名し、即座に行動に移す。  

(4) 相手地区との連絡を密にし、事情を説明する。  

(5) 遺体搬送の手続きをする。  

(6) 大使館(領事館)と連絡を取る。  

(7) 誰が、何時来日するのかを確認し、もよりの空港まで出迎える。  

(8) 必要と判断されたときは、地区委員 1,-. 2 名は遺体と共に渡航する。  

(9) 渡航の手続きをする。  

(10) 保険会社と連絡を取る。  

  

2. 重大な病気や怪我等の場合  

(1) クラブ担当ロータリアン、クラブカウンセラー、ホストファミリー等、関係者と連絡を取り合

い、情 

教収集にあたる。  

(2) 相手地区との連絡を密にし、状況を説明する。  

(3) 必要であれば、保護者に来日を要請する。  

(4) 誰が何時来日するのかを確認し、もよりの空港まで出迎える。  

(5) 帰国させるか、させられるのか、状況をよく協議する。  

(6) 必要であれば帰国の手続きをする。  

(7) 保険会社と連絡を取る。  



国際ロータリ ー第2700地区 2019- 20年 

度危機管理委員長 貞包 忠 

FAX (地区事務所） ：092-481-2650 

mail: ri2700go@rid27.jp 

mail: sadakane@aqua.ocn.ne.jp 

 
 

令和 年 

クラブ名 
 

 

会長名 
 

 

報告者名（役職） 

 
 

ロータリー奉仕プログラムにおける 被・加害発生事案 報告 

地区危機管理委員会様へ、下記の通りの事案が発生いたしましたのでご報告致します。  

この事案に対しての対応指示をお願い致します。 

事案の大小にかかわらず、 地区危機管理委員会には報告をしてください 必要か したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 

 
いっ 

平成 年 月 日 

 

発生 AM    PM 時 分頃 

□ 保護者への連絡 口 

□ 地区担当委員会への連絡 口 

 
どこで 

※可能なら地固添付 

なるべく詳細に 発生場所 （住所） 
と地区危機管理委員会への報告 口 

口 RIへの報告 口 

 

 

被害者の情報 

氏名 （日本名）  
男·女 

年令 

学校名 

住所 

（入院先）連絡場所 連絡先 

 

 
報告寧案

の内容・原因 

何をしていてそうなったか・なぜそうなったか 

 

 
加害者がいればその状況報告 被害者との関係 

 
 

 

 

 

 

被害の 

現状 

加害者に刑事的な措置は□ 

必要かYES 

I
 

被害者の今の状況と被害程度 

司法機関に刑事的な ロ 
連絡はしたか YES 

どうなったか？ 

 
 

被害者の 

保護者への対応 

誰が 
 その結果は？ 

いつ 

どのように 

 
被害者への
初期対応 

誰が 
 その結果は？ 

いつ頃 

どのように 

 
被害者への 
今後の対応 

 

事案発生の
事業内容 

 

事業担当 
委員会．委員長

コメント 

 

 

mailto:ri2700go@rid27.jp
mailto:sadakane@aqua.ocn.ne.jp


※記載は子細にお願いします 。又、内容の記載枠が足りない場合 は別添で添付してください。 
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1. カウンセラーの選任 
 

□ 英語を話すことができますか？ 

日頃の相談役として、英会話が成立することが必要です。 

□ ホストファミリーとの兼任をしていませんか？ 

ロータリー章典（以下RCOP という）では、カウンセラーはホストファミリーになることはでき

ないと定められています。 

□ 相談役として、若い学生に接することができる人物ですか？ 

学生に対し指導、指示するというよりはむしろ学生の立場を理解し、学生の話を良く聞く

誠実な相談相手となれる人が求められています。 

□ 出張等で連絡があまり取れないということはないですか？ 

日常的に来日学生の相談役として位置づけられていますので、出張等で連絡が取れない状態

が多くある場合は、カウンセラーとしては芳しくありません。 

□ ボランティア誓約書に登録していますか？ 

□ 身元保証人などの記載・確認もすべてできていま

すか？  

□  カウンセラー登録はされていますか？ 

 

2. カウンセラーの任務 

□ 事態が発生した時直ちに連絡が取れるようになっていますか？ 

口携帯電話番号の登録（クラブ・ホストファミリー・地区委員会に対して） 

口メールアドレスの登録（地区委員会に対して） 

□ カウンセラーは各ボランティアに連絡を取っていますか 

口ホストファミリーとの連絡

口ホスト学校との連絡 

口地区青少年交換委員会との連絡 

□ カウンセラーは青少年交換の仕組等について詳しく理解していますか？ 

口地区青少年交換委員会の各種説明会に出席していますか？ 

口地区危機管理委員会の各種説明会・研修会に出席していますか？ 

クラブカウンセラーの選任のチェックリスト 
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□ 毎月決まった日に各種報告書を確認していますか？ 

口ホストファミリーからは「受入学生ホスト報告」 

口来日学生からは「来日学生月次報告書（Monthl Report）」 

口カウンセラーからは必要に応じて「カウンセラー報告書」 

 

 
3. カウンセラーの任期 

□クラブカウンセラーの任期を理解していますか？ 

口派遣生が決定され、来日生が到着し、来日生が帰国するまでです 

 
4. その他 

□RCOPのゼロ容認方針を理解していますか（各種説明会で説明します）  

口 緊急連絡先の周知徹底 

クラブカウンセラーは、地区委員会にその連絡先を登録しますが、緊急の場合に 24 時間対応でき

る連絡先（電話番号）を明記してください。また、緊急時のために、ホストファミリー、高等学校    の

担当教員等の関係者にクラブカウンセラー及び地区委員会・地区危機管理委員会の緊急連絡先を

配布します。 

□  

クラブカウンセラーは、来日学生やその家族に緊急事態が発生した場合、直ちに地区青少年交換委

員会担当委員に連絡をし、地区委員と協力して対処します。その場合、海外との緊急連絡は、地

区委員会の担当を通じて行います。 

口重大な病気やケガは、すみやかに地区委員会担当委員に連絡してください。

口深夜でも連絡してください 

口誰が連絡してもかまいません 
 

口国際ロータリーのゼロ容認方針に従って対応をしてください 
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1. ホストファミリーの選考時 
 

□ ホストファミリー登録用紙に必要事項すべて記載してありますか 

□ ホストファミリーをよく知っていますか、それは誰ですか？ 

口クラブ内外のロータリアンですか？ 

口クラブ内外のロータリアンの知人ですか？ 

口一度でもその家庭を訪問していますか？ 

口家庭の状況は把握できていますか？（同居の成人、ペット、住居の環境…） 

□ ホストファミリー自身および家庭内に犯罪歴のある人はいませんか？ 

重要な犯罪歴のある方は、ホストファミリーとしては相応しくありません 

□ 身元保証人は確保されていますか、十分に相応しい身元保証人ですか？ 

 

2. ホストファミリーの学生受入後の確認事項

口 定期的に家庭訪問していますか？ 

毎月、ホスト報告時に家庭訪問し、報告書を受け取ると同時に学生の状況と共に確認すべき 

口ホストされている学生からの情報を常に把握していますか 

口定期的にクラブ例会に参加してもらっていますか 

ホストファミリー引継ぎ会等を通じて、クラブと一体になった受入を推進してください 

ボランティアの選任時のチェックリスト 
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1. 性的虐待とハラスメントの定義（詳細は『補遺資料B』を） 
 

□ 性的虐待とは 

口青少年に対して 

口間接または直接に 

口性的行動を及ぼすこと と認識していますか？ 

口青少年が単独、または 状況を問わず 

口他の人との間接または直接的な 性的行動に及ぶことを

口強制または促すことである と認識していますか？ 

口公然わいせつや青少年に性的資料またはポルノ類を

口見せるなど 

口接触を伴わない攻撃も含まれる と認識していますか？ 

□ 性的ハラスメントとは 

口性的な誘いかけ

口性的行為の要求 

口性的な性質を持つ口頭または身体的行動を示す ことを認識していますか？ 

 
2. 性的ハラスメントには次のようなものが含まれる

口性的な言葉 

口冗談 

口性的言動に関連する書面あるいは口頭による言動

口若い人々がいる前での個人の性生活に関する話 

口個人の性的活動 

口欠陥、能力に関する言及 

口性的な性質を持つ言葉による虐待 

口性的な示唆を含むもの、写真、絵などの提示

口性的な示唆を含む目線や口笛 

口衣服に付いたごみを払い落としたり触るなどの身体的行動

口卑猥な身体的行動 

口卑猥な言葉または身振り・手振り

口性的示唆や屈辱を含む言葉 

 

 

□ 大人が虐待またはハラスメントとしてまったく認識していない言動も、

青少年が虐待またはハラスメントとして感じてしまえば、 

それは、すなわち虐待、ハラスメントとして判断される可能性があります。

それを常に心がけて、青少年に接してください。 

（ロータリー章典 2.110 青少年の保護） 

虐待とハラスメントの定義に関するチェックリスト 
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1. 申し立ての報告に関してのチェックリスト（詳細は『補遺資料B』を） 

□ 報告を受ける 

口注意深く、冷静に対応していますか？青少年を励ましショックや恐れ、不信感を表さない

ようにしていますか？ 

口青少年にプライバシーは守ることを約束していますか？ただし、極秘ではない旨を伝えま

したか？ 

口事実を収集する方法として尋問のような問いただすことはしていませんか？ 

口いつ、だれが、どこで、何を、どのように行ったか という項目を確認していますか？ 

口青少年の行動を問題視し、報告を妨げるような『なぜ』といった質問は避けていますか？ 

報告を受け、状況を把握する人（あなた）は報告された話（事実とは限らない）を

適切な当局へ伝えることであることであると理解してください。 

口中立的な立場を保っていますか？ 

口起こったいかなる事柄や関係した、いかなる人物に対しても批判をしてはいませんか？ 

口特に、青少年を責めたり批判することをしていないことが重要です 

口事態の責任はその青少年にないことを伝えてありますか？ 

口青少年にこの件を伝えたことは勇気があり成熟した行動であると理解させていますか？ 

口申し立てを記録していますか？ 

口報告を受けた後、できる限り早く、日付け時間を含めて会話の内容を文章化していますか？ 口

青少年自身の言葉を用い、報告されたことのみを記録していますか？ 

□ 加害者から青少年は守られていますか？ 確認されていますか？ 

 

 

 

 

□  

口第三者を含む地区危機管理委員会に、直ちに報告をしていますか？ 

口申立てられた言動について法令上所定の機関に通告義務がある場合は報告していますか？ 

それはどんな機関に通告しましたか？ 

口児童保護局？ 

口警察？ 愛知県の場合は所轄の警察署（または、第 1 報として地域の交番でも

可） 口多くの場合連絡ルートは、 

連絡を受けたロータリアン⇒口クラブカウンセラーおよびクラブ関係者⇒ 

口地区青少年交換委員長または地区危機管理委員長⇒口地区幹事または地区ガバナー 

口警察または法的調査機関に協力をしていますか 

□ 噂話や非難を避けるような措置をしていますか？ 

口指針で要請されている人以外には、報告について話さないことになっています

口調査の期間中は、被害者と被告発者の両者の権利は守られていますか？ 

事案発生直後の対応に関するチェックリスト 
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□ 申し立てられた当人に対して挑発的な態度を取らない 

口申し立ての被疑者に連絡を取らないようにしていますか？ 

口虐待の場合は調査はすべて法執行機関により行われなければなりません 

口犯罪にあたらないハラスメントの場合は、地区ガバナーまたは委任された場合は地区 

危機管理委員会がその後の事態解決のための措置に責任を持たなくてはなりません。 

口青少年が安全な環境へ移された後、被疑者に連絡し事態解決にあたる。 
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(1) ゼロ容認方針に従って対応したか（ゼロ容認に従うべき事案に対しては必須） 

事態発生 すべきこと 実施したこと（日時） 

0 時間,-. ސ 直ちに 被害者の安全確保 

安全なところに移動させる 

学生の希望／第 3 者の判

断 

加害者からの隔離 

警察に届ける 

口  

口  

口  

口  

口  

0 時間 

 
 

～48 時間 

危機管理委員会への報告

危機管理委員会の招集 

事情聴取（被害者から） 

事情聴取（必要なら加害者から） 

口  

口  

口  

口  

 ボランティア誓約書の確認

選考基準に関して 

身元保証人に関して 

ボランティアの日常の状況に関して 

体制確保（弁護士・マスメディアなど） 

口  

口  

口  

口  

口  

 事情聴取（被害者から：冷静になったら） 

・第□者を必ず入れる：危機管理外部委員 

・Who（誰が）  What（何を）  When 

（いっ） Where（どこで） Why（なぜ） 

How（どうやって）一5W1H を確認 

・尋間、誘導、強要はしてはならない 

・中宣的な宣場で 

・必ず記録する 

（詳細は、チェックリスト確認を） 

口   

口  

口  

口  

口  

口  

口  

口  

口  

0 時間,～ 70 時間 事情聴取（加害者から： 

必要なら・可能なら） 

司法当局・警察当局に委ねられる？ 

警察・病院等との連携・協力

クラブ関係者からの状況把握 

派遣元地区との連携・協力 

口  

口  

口  

口  

口  

口  

～72 時間 RI に対し報告完了 

被害者／保護者の意向を尊重し対応検討 

口  

口  

その以降 

（以前の場合も） 

学生に対する全般のケア

学生の要望を実施する 

事案発生後の追跡（記録・報告） 

関連者に対するケア（関係青少年） 

口  

口  

口  

口  

口  

◎報告に虚偽等のある場合があるため、加害者にも十分配慮しなければならない。 

青少年交換と危機管理 

全ての設例・事案に対して 行わなければならない チェックポイント 
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(2) 青少年交換のルール（すべての事案に対して） 

（4DルールやApplicationForm にある『Rules and Conditions of 

Exchange』） に関して、受入クラブ青少年交換委員長・クラブカウンセラー

 および 

ホストファミリーの各階層に十分理解してもらえるような指導を行っているか 

 
(3) 危機管理の仕組み、管理体制・手法等に関して 

すべての該当ロータリークラブ・ロータリアンに周知徹底を行っているか 

その方法はどうしているか（地区全体の研修会、各クラブへの研修会・卓話等） 

定期的な繰り返し研修をしているか 

①ロータリー章典に関して（特に『青少年の保護』） 

②危機管理総則（補遺資料 D） に関して 

③危機管理委員会規定（補遺資料 D） に関して 

④虐待とハラスメント防止に関する方針（補遺資料 A） に関して 

⑤性的虐待およびハラスメントの申し立て報告に関する指針（補遺資料 B） に関して 

⑥青少年ボランティア誓約書（補遺資料 C） に関して 

⑦来日学生の保険の約款（保障内容、手続き方法など）に関して 

⑧危機管理委員会のそのもの機能に関して（緊急連絡網・手続き方法など） 

⑨その他必要な事項 

 
（4） 十分なシミュレーション（模擬訓練）や、想定間答を行っているか 

危機事態に対応するためには、事案の想定と、訓練（疑似体験とそれに対する対応力の

養成）が不可欠です。 

『芽』を摘み取るためには、『芽』を感知する力が必要です。 

青少年及び関係者（ボランティア登録者は特に）とのネットワーク構築を推進する 

ROTEX（学友）の協力体制を活用する（指導、情報収集等で） 

 
（5） 定期的な情報交換、状況把握をしているか

地区委員会対クラブ 

クラブ対ボランティア

ボランティア対関係者 

・Monthly-Report（月次報告）：来日学生、ホストファミリー。カウンセラー 

・地区外（県外）移動届 

・ホストファミリー変更届（登録資料） 

◎常時位置情報が取得できるような、情報機器の導入の検討（GPS 機能付きスマホ…） 

 
（6） その他、青少年の安全確保のための必要な措置は何ですか 

•    

•    

•    

•    

•    

青少年交換と危機管理 



 

 

 

青少年交換早期帰国フォーム 
 

記入方法：以下の書式に漏れなくご記入の上、RI までご提出ください（youthexchange@rotary.org）。 

 
 

学生情報 

学生の氏名： 
 

受入地区からの出発日： Click or tap to enter a date. 

 

受入地区： 
 両親／保護者が通知を受

けた日： 
Click or tap to enter a date. 

派遣地区： 
 派遣地区が通知を受けた

日： 
Click or tap to enter a date. 

 

交換の種類： 

Choose an item. 

 

 

 

 
早期帰国の理由として当てはまるものすべてに印を

付けてください： 

ホームシック 

不真面目な態度／学校や地域社会での活動への不参加

規則違反（ご明記ください）：   

母国の学校による要件

個人的な問題 

法律違反 

早期帰国を決定した当事者 

受入クラブ 派遣クラブ 

受入地区 派遣地区 

学生 両親／保護者

その他（ご明記ください）：   

 
ホストファミリーとの問題

受入クラブとの問題 

学校での問題（成績、出席、除籍） 

添付の青少年保護に関する申し立て報告書にて報告された

事故／事件 

その他（ご明記ください）：   

 

 

今回の早期帰国に至った経緯を簡潔に説明した文書をご提出ください。背景が、すでに報告書にて報告されている場合は、この文

書に「添付の報告書を参照」とご明記ください。この場合、それ以上の説明を文書に記載する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

1 最新の改定：2019 年 1 月 

RI   の方針に従い、すべての事件（事故、死亡、早期帰国、犯罪、虐待やハラスメントの申し立てを含むが、これらに限られない）は、そ

の事件を地区役員が把握してから 72 時間以内に RI に報告されなければなりません。今回の早期帰国に当てはまるようであれば、

本早期帰国フォームと共に、申し立て報告書を youthprotection@rotary.org までご提出ください。 
 

本書式に記入された情報は内密のものである可能性があり、知る必要のある人のみと共有すべきです。保管や輸送は厳重に行つ  

てください。 

mailto:youthexchange@rotary.org
mailto:youthprotection@rotary.org
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ロータリー 青少年保護に関する申し立て報告書 
 

報告に関する説明：以下の書式に漏れなくご記入ください。質問に該当しない場合は、「該当せず」と記入してください。申

し立て報告書は、E メール（youthprotection@rotary.org）で RI にご提出ください。本書式を提出後も新しい情報が

入 

り次第、担当職員に引き続き連絡するよう、よろしくお願いいたします。 
 
 

報告者に関する情報 

報告日： カレンダーから日付を選択 役割／役職： 
 

 

氏名： 
  

電話番号： 
 

地区： 
 

E メール： 
 

 

被害者とされる人に関する情報 
被害者とされる人が 2 人以上いる場合、すべての人の情報を記入してください。 

姓： 
 

名： 
 

申し立ての対象となる事件が青少年交換中に発生した場合は、以下もご記入ください： 

 

受入地区： 
  

派遣地区： 
 

 

受入クラブ： 
  

派遣クラブ： 
 

 

被疑者とされる人に関する情報 
被疑者とされる人が 2 人以上いる場合、すべての人の情報を記入してください。 

姓： 
 

名： 
 

上記の青少年との

関係： 

  

役割／役職 
 

そのほかの関係者： 
 

被疑者とされる人が青少年交換学生である場合、以下もご記入ください。 

 

受入地区： 
  

派遣地区： 
 

受入クラブ： 
 

派遣クラブ： 
 

mailto:youthprotection@rotary.org
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ロータリー 青少年保護に関する申し立て報告書 
 

 

 

概要 

事件の日時： カレンダーから日付を選択 
事件が起きた

場所： 

 

 
事件の詳細： 

 

 

申し立て後の措置 

以下の措置は、RI    青少年保護方針により要件として定められています。既に取られた措置に印をつけてください。 

青少年は現在、安全な場所にいる。 

警察による調査が行われている間、被疑者とされる人は青少年との接触を一切断っている。   

申し立てのあった事件について、地元の警察に連絡した。 

 警察による調査はどのような状況にありますか： 

 被疑者が起訴された場合、その罪状を記入してください： 

本件にかかわる参加者の受入地区と派遣地区に、事件について連絡した。

参加者の両親または保護者に、事件について連絡した。 

この事件について連絡されたそのほかの関係者をすべて挙げてください： 上

記のうち満たされていない要件がある場合、その理由を説明してください： 

申し立てのあった事件について取られたそのほかの措置： 

被害者とされる人に対し、専門家による支援サービスが提供された。

本件にかかわった学生の早期帰国を手配する。 

 早期帰国を手配する場合、早期帰国報告書式に記入し、RI への報告書に添えてご提出ください。

事件後に取られたこのほかの措置について報告があった（ご説明ください）： 

 

 

今後も本件について新しい展開がありましたら（メディアから問い合わせがあった、等）、RI 職員まで E メール 

（youthprotection@rotary.org）でご連絡ください。 

mailto:youthprotection@rotary.org

